
播磨NPO中間支援センター事業〈中間支援活動助成事業〉 

認定特定非営利活動法人コムサロン21 

1.事業が目指すところ 
世界情勢・経済環境・物価高騰など、社会不安などの要因が、ＮＰＯ活動を行う団体の活動のボランティア意識の減退となり、新たに抱え
る様々な運営に関する悩みや問題を解決するための活動が資金的なものも含めて、進めにくい社会情勢となってきました。 
中間支援組織であるコムサロン２１が持つ多様なノウハウやネットワークを活用して、そのような団体や個人の活動をサポートを行う「播磨
ＮＰＯ中間支援センター」事業を継続し、地域の住民活動の創出や課題解決の支援を行い、地域の活性化に貢献することを目的とします。 

 

２.活動内容 
◎NPO団体設立運営相談会 
R7.12月時点で14件の相談があった。 

日 時 相談者名 相 談 内 容 担当 

令和７年 ４月 ８日(火) 
村上昭人氏 元障がい者差別解消法 

ネットワーク 

今後のセカンドライフの活動について 
前川 

令和７年 ５月 ２日(金) 今里朱美氏 ㈱エリアシ他 日本カーシェアリング協会の災害時拠点について 前川 

令和７年 ５月２０日(火) 三木一久氏 元 コクヨ他 NPO法人設立のメリット・デメリットについて 前川 

令和７年 ６月 ２日(月) 向井宏氏 要約筆記サークルひめじ  難聴者支援サークルの防災イベントについて 前川 

令和７年 ６月 ４日(月) 福岡加奈氏 ひめじ未来ラボ ジュニアコミュニティカレッジ事業について 前川 

令和７年 ６月 ９日(月) 
吉澤武彦氏 日本カーシェアリング協会 

代表理事他 

日本カーシェアリング協会兵庫支部設置についてひ

ょうごボランタリープラザでの面談に同行 
前川 

令和７年 ６月１６日(月) 向井宏氏 要約筆記サークルひめじ他 
要約筆記サークルイベント周知・協力依頼のため、

姫路市危機管理室への同行 
前川 

令和７年 ６月１７日(火) 村上昭人氏 和のエンタメ座代表 和のエンタメ座オンラインツアー事業について 前川 

令和７年 ６月１８日(水) 大塚千珠氏 NPO法人色えんぴつ代表 グループホーム経営困難による解散について 前川 

令和７年 ６月３０日(水) 鞍本長利氏 NPO法人ウィズアス 兵庫県ユニバーサルツーリズム協会設立について 前川 

令和７年 ７月 ５日(土) 
西影宗明氏 学生SDGｓ推進支援ボラン

ティア 
学生のユニバーサルツーリズム活動について 前川 

令和７年 ７月 ７日(月) 日本工科専門大学校 矢部宰文校長他 学校の30周年イベントの協力について 前川 

令和７年 ７月３１日(木) 野阪愛由氏  Zappa村 代表 活動中の事業のNPO法人化について 前川 

令和７年 ８月 ４日(月) 
栗 涛（リ トウ） 兵庫大学 留学国際交

流センター 他 
退職後の地域貢献事業や法人設立について 前川 

 

◎NPO団体専門家相談会 
  令和7年11月5(水) 10：00～11：00 
   ・生成AIに関わる相談会 専門家：作原英輔氏 

  令和7年11月14日(金) 15：00～16：00 

   ・ネット販売に関する相談会 専門家：作原英輔氏 
  令和8年2月 予定 

◎情報提供・ネットワーク 

日 時 場  所 
参加 

団体数 
参加人数 内   容 

令和７年 ５月１３日 (火) 

コムサロン21 

オンライン

（ZOOM） 

2団体 4名 助成金、補助金説明会 情報交流会 

令和７年 ７月 ８日 (火) 4団体 8名 NPO法人の地域団体の活動紹介情報交流会 

令和７年 ９月  ９日 (火) 6団体 11名 生成AI活用の企画書作成入門編 情報交流会 

令和７年１１月１８日 (火) 4団体 8名 NPO法人・地域団体の活動紹介 情報交流会 

令和８年 １月１３日 (火) 団体 名 NPO法人・地域団体の活動紹介 情報交流会 
 

◎若者NPOボランティア体験 

日 時 実 施 内 容 人数 
令和７年８月１０日（日） 姫路城おしろのそうじボランティア 〇〇名 

令和７年１１月２３日（日） 姫路食博２０２５ユニバーサルツーリズム事業 ２名 

   

   

上記のほか、毎月第２日曜日に開催している、お城のそうじ会にスタッフとして毎月２名程度、ボランティアには１月現在合計１０名程度参

加していただいている。 
 

３．成果や課題点 

  相談会には、年度初めから多くの相談があった。すでにネットワークやスキルのある住民は具体的に進んで行けるが、活動資金の相談
については、具体的なサポートがしにくいので、助成金の情報提供の相談を中心に行った。新たな相談の中では、NPO法人の整理相談が
複数あり、世代交代の相談も増えてきた。福祉関係の NPO法人設立は、事業の性質もあり具体化しやすいが、まちおこし活動は継続性も
含めて過渡期となっていると考えられる。 
 

４．今後の展望、成果の活用 

  物価高や人材不足の流れが、NPO活動にも影響し、活動の見直しや収益体制づくりが重要となってきている。 
中間支援NPOの活動自体の継続性も含めて、NPO法人の社会的役割を考えていきたい。 
また、企業との連携がさらに重要となってくると考えられるので既存のネットワークだけでなく、新たな企業とのつながりを構築していきたい。 


